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１ 「総合的な学習（探究）の時間」を中心に据えたカリキュラムデザイン 

 「総合的な学習の時間」については学習指導要領に「教科横断的」と謳われ

てきた。また、小中学校においては「生き方」、高等学校においては「在り方

生き方」というキャリア形成の文脈が謳われてきた。2017・2018 年に改訂され

た学習指導要領においてもそうした点に変わりはないが注目すべき点は、高等

学校において各学校が設定する目標に関して、「各学校の教育目標に直接つな

がり、その高校のミッションを体現するものとなるようにする」という記述で

ある。特色ある教育活動が実践されている学校に注目すると、「総合的な学習

（探究）の時間」の名称がそうした学校の教育目標を反映した名称となってい

ることがわかる。たとえば、島根県立隠岐島前高校では「地域生活学」という

名称であり、ホームページに記載された教育目標は「目指す人材像は地域と世

界のつなぎ手である『グローカル人財』です」とされている。特色ある学校づ

くりは高等学校のカリキュラムをデザインすることでありブランディングでも

ある。 

２ 総合的な学習の時間の実情 

筆者が毎年、教職課程を履修している学生から調査したところによれば「総

合的な学習の時間」が時間割上では「総合」という名称だったという学生がほ

ぼ半数、ほかの学生は「総合的な学習の時間」そのものの記憶がないという結

果になった。記憶がないという学生にインタビューを行うと、進路に関するガ

イダンス等や修学旅行の準備時間などに活用されている事例や受験のための学

習時間となっていたことが明らかになった。かなりの学校で「特別活動や教

科」の内容を「総合的な学習の時間」を使って実施しているということであ

る。まさに、「総学は水のようなもの」として使われているのである。学生が

特別活動と総合的な学習の時間の区別ができないのも当然の結果である。授業

後のコメントには、学生が卒業した学校を振り返り「総合的な学習の時間の内

容に沿った授業が行われていなかったことにこの授業で気づいた。ショックだ

った。もう一度高校に戻ってやり直したい」という厳しい意見もある。 

３ 総合的な学習（探究）の時間を中心に据えたカリキュラムの事例 

 筆者が定期的に学校に赴きカリキュラムデザインに関わっているのは高等学

校 3 校、中学校 1 校、小学校 1 校である。その他、高等学校の学習指導要領の

改訂に伴い総合的な探究の時間のカリキュラムに関する相談を受けている高等

学校が 2 校ある。その中から注目すべき学校の事例をいくつか紹介したい。 

⑴ 京都府立桃山高等学校 

 2006 年に新設された自然科学科において課題研究がスタートした。その後、

2010 年からは文部科学省から SSH の指定を受け、課題研究（探究学習）に取り



組み現在 3 期目である（指定期間は 1 期 5 年）。当初は、1 学年 9 クラスのうち

2 クラス（自然科学科）で課題研究がスタートしたが、SSH 指定 2 期目には 9

クラス（自然科学科 2 クラス、普通科 7 クラス）全てで課題研究を実施してい

る。研究テーマはすべて生徒が決める。2 期目からは理数系のテーマだけでな

くあらゆる内容が研究テーマになっている。注目すべきは、生徒の探究テーマ

が進路と結びついていることである。生徒のアンケート（2021）では「自分か

ら積極的に取り組む力が向上した（自然科学科 98％、普通科理系 80％、文系

83％）」といった状況である。当初は研究内容のレベルに差があったが年々全

体のレベルがアップしている。それを押し上げているのが GS（グローバルサイ

エンス）部という部活動であり、他の部活動とも兼部が可能である。部活にお

ける探究が全体のレベルを押し上げるという好循環を生み出している。 

⑵ 京都府立宮津高等学校 

 普通科での探究活動がスタートしたのは 2017 年。普通科全生徒がゼミを中

心にした探究活動に動きはじめた。この学校は SSH などの指定は受けていな

い。校長のリーダーシップで学習指導要領の改訂を見据え生徒の興味関心によ

る総合的な学習の時間をカリキュラムの軸にした探究活動に変えた。カリキュ

ラムの特徴は「フィールド探究部」という地域を探究する部活動が探究をリー

ドするという点である。2017 年から筆者と常に連絡を取りあっている探究推進

部長から 4 年目の 2020 年 12 月、応募していた探究が次々と全国レベルのプロ

ジェクトなどで賞を獲得したという連絡が入った。毎年開催される 10 月の中

間発表会、1 月末の最終報告会でレベルアップしていく内容を見て評価しては

いたものの毎回の発表会で講評をさせてもらう研究者としても感慨深い。 

⑶ 義務教育における探究活動 

① 高槻市立玉川小学校のミライ創生科 

 生活科から 6 年生の総合的な学習の時間までを貫いた 6 年間のカリキュラム

をデザインして 2 年間が経過。総合的な学習の時間の名前をミライ創生科と命

名し、子どもたちが地域の課題を考え「笑顔」を届けるプロジェクトを展開。

校内に「ラボ」という地域の人との交流の場が生まれた。 

４ カリキュラム・マネジメントとは  

学校現場では日々の業務に忙殺され、カリキュラムの社会的意義を考えるゆ

とりはなかなか取れないかもしれない。カリキュラム・マネジメントとは、学

校づくりの「単なる PDCA サイクルを回す」ということだけではなく、「どのよ

うな社会をつくるのか」という問いを考えることでもある。 
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